
調達 世界銀行が融資し、途上国政府が

実施するプロジェクトにおけるビジネス機会

世界銀行は、 居住可能な地球で極度の貧困を撲滅し繁栄の共有を促進するため、

低・中所得国における投資プロジェクトに資金を提供しています。融資額は、

世界全体で1,500件以上の投資プロジェクトに対して2,500億ドルにのぼります。

プロジェクトで成果を上げるためには土木工事、財やサービス、専門的なコン

サルティング・サービスが必要であり、世界銀行から借入れを行う政府は、そ

れらを提供する各種のサプライヤーへのアクセスが必要です。

世界銀行の融資する投資プロジェクトにおける調達は、世界銀行から融資を受

ける借入国政府が、世界銀行の監督・支援を受けながら進めます。世界銀行は、

100カ国以上の借入国政府と緊密に連携し、開発目標達成に向けた最適ソリュー

ションの提供（Fit for Purpose）と価格に見合った価値（Value for Money）

を満たす調達契約の計画と実施を支援しています。

サプライヤーズ・ハブ

問い合わせ先

世界銀行東京事務所・大森 komori@worldbankgroup.org 

世界銀行は、調達手続きの改革を推し進めています

• 2016年より、調達フレームワークを改訂し、品質、持続可能性、革新性といった価格以外

の要素について「Rated Criteria」を用いて入札者の審査にあたるよう奨励開始。

• 2023年9月1日、国際調達において「Rated Criteria」使用を義務化。

• 2025年3月1日、国際調達において質評価のウエイトを最低50％とするよう義務化。

• 2025年9月1日、土木工事契約で人件費30％を現地で調達するよう義務化。

ビジネス機会に関心をお持ちの
企業の皆様向けのワンストップ
サイトを新たに開設しました
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